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  (1) 共同研究者が各自のフィールドで行う各地点調査研究 


















■平成 23 年度 第１回（「語彙の音韻特性」と合同開催） 
     日時：平成 23 年 5 月 21 日（土）・5 月 22 日（日） 
     場所：神戸大学 
5 月 21 日（土）[公開シンポジウム] Ｎ型アクセントの原理と成立 
1. 上野善道（東京大学名誉教授 / 国立国語研究所客員教授） 
「Ｎ型アクセントとは何か」 
2. 木部暢子（国立国語研究所 時空間変異研究系教授） 
「九州２型アクセントの実態」 
3. 窪薗晴夫（国立国語研究所 理論・構造研究系教授） 
「鹿児島県甑島方言のアクセント規則」 
4. 松森晶子（日本女子大学教授 / 国立国語研究所客員教授） 
「隠岐島３型アクセントの再解釈」 





5 月 22 日（日）プロジェクト共同研究発表会 
1. まつもと ひろたけ（「危機言語」プロジェクト共同研究員） 
  「奄美喜界島方言のアリ・リ系のかたちをめぐって」 
2. 髙橋 康徳（東京外国語大学大学院・日本学術振興会特別研究員） 
  「上海語変調におけるピッチ下降現象」 
 
■平成 23 年度 第２回（「語彙の音韻特性」と合同開催） 
     日時：平成 23 年 7 月 16 日（土）・7 月 17 日（日） 
     場所：国立国語研究所 




 2012 年 8 月 1 日 国立国語研究所 
 
 
   「舌端の狭めを伴う母音の音声的記述: 宮古多良間方言の事例研究 
2．又吉里美（志學館大学） 
   「沖縄津堅島方言の文末詞について」 
7 月 17 日 
3．新永 悠人（東京大学大学院/JSPS）・小川 晋史（国立国語研究所）  
   「北琉球奄美湯湾方言のアクセントについて」 
4．五十嵐陽介（広島大学）田窪行則（京都大学/国立国語研究所客員教授），林由華（京
都大学非常勤講師），久保智之（九州大学） 
   「琉球語宮古池間方言の三型アクセント体系」 
 
■平成 23 年度 第３回「方言研究とテキスト－現状と展望」 
     日時：平成 24 年 2 月 18 日（土） 13:00～17:35 
     場所：2 月 19 日（日)  10:00～15:30 
2 月 18 日 
1．日高水穂（関西大学） 
   「昔話の「語りの型」とその地域差」 
2．新田哲夫（金沢大学） 
   「日本語史資料としての方言テキスト」 
3．高木千恵（大阪大学） 
   「関西方言の自然談話にみるワ行五段動詞ウ音便形の衰退と残存」 
2 月 19 日（日） 
パネルディスカッション 
1．大槻知世（東京大学学部４年生） 
   「津軽方言における推量形式『ビョン』の使用状況」 
2．麻生玲子（東京外国語大学大学院／日本学術振興会特別研究員） 
     「八重山波照間方言における動詞の屈折と派生をテキストから考察する」 
3．白田理人（京都大学大学院） 
     「喜界島方言―テキストから見る動詞形態論上の問題」 
 全体討議 コメンテーター 
 中山 俊秀（東京外国語大学） 
 風間伸次郎（東京外国語大学） 
 木部 暢子（国立国語研究所） 
 
 
 
 
 
3
木部暢子「プロジェクトの概要」 
４ 共同研究員 
 
 本プロシェクトの共同研究員は，以下のとおりである（2012年4月1日現在）。 
 
ウエイン・ローレンス（オークランド大学），上野善道（国立国語研究所客員教授），大
西拓一郎（国立国語研究所），金田章宏（千葉大学），狩俣繁久（琉球大学／国立国語研
究所客員教授），久保智之（九州大学），窪薗晴夫（国立国語研究所），クリス・デイビ
ス（琉球大学），下地賀代子（沖縄国際大学），下地理則（九州大学／国立国語研究所客
員准教授），田窪行則（京都大学／国立国語研究所客員教授），竹田晃子（国立国語研究
所プロジェクト非常勤研究員），ダニエル・ロング（首都大学東京），トマ・ペラール（フ
ランス国立科学研究所），中島由美（一橋大学），仲原穣（琉球大学），西岡敏（沖縄国
際大学），新田哲夫（金沢大学），又吉里美（岡山大学），町博光（広島大学），松本泰
丈（別府大学），松森晶子（日本女子大学／国立国語研究所客員教授），三井はるみ（国
立国語研究所）（五十音順） 
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